
主な出来事

アイパルで行われた表彰式
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●平成 30 年度（2018 年度）

　駒ヶ根市の「アイパル」において長野
県消防団協力事業所知事表彰の表彰式が
行われました。県下で 12 事業所が受賞
しました。
　当組合では、当時 16 人の職員が消防
団に加入しており、火災での消火活動や
河川増水時の監視活動などの消防団出動
に対して、特別休暇制度を設けており、
地域の消防活動に協力しています。
　また、岳南広域消防本部と山林火災等
における消防団活動の支援に関する協定
を結んで、当組合が持つ GPS や GIS デー
タなどを活用して、山林火災での現場特
定や被災量などの特定に協力してい
ます。

　７月、赤坂林産事業所に２万
リットルの自家用給油所を設置
しました。大量購入することで
安価な売買契約をしています。
　冬季の除雪事業にも有効活用
するため、11 月タンクローリー
を購入しました。

長野県消防団協力事業所知事表彰受賞

赤坂林産事業所に軽油地下タンク設置
タンクローリー購入

林業関係広報コンクール 受賞

　第 52 回林業関係広報コン
クールにおいて、ホームページ
部門の優秀賞を受賞しました。
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主な出来事
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　安全意識を高めるための地道な活動とし
て、①指差し呼称、②危険予知 (KYT)　(TBM)
活動、③ヒヤリ・ハット活動、④安全衛生改
善提案活動のほか、チェーンソーの整備につ
いて指導を受け、その後、伐倒作業後の現場
で『伐倒作業の安全について』切り株や伐倒
木を確認しながら指導を受けました。
　受口の形状や、追口の位置、ツルの残し具
合など重点的に指導を受け、参加者も真剣な
面持ちで受講していました。

　( 一社 ) 長野県林業普及協会主催で、ロー
プ高所作業 ( 樹上作業 ) 特別教育が、当組合
と近くの山林を会場に開催されました。
　ロープを使った高所作業については、労働
安全衛生規則が改正されました。高さが２
メートル以上の箇所であって作業床を設ける
ことが困難なところにおいて、昇降器具を用
いて身体を保持しつつ行う作業に係る業務が
加わりました。当組合で行っている安全帯と
ロープによる作業がその対象となります。

７月の衛生委員会に合わせて、産業医による
衛生巡視を実施しました。各事務所を回り事務
所内の作業環境や作業管理、勤務体制、労働衛
生対策など確認して意見をいただきました。

チェーンソー取扱作業の安全研修を実施

ロープ高所作業 ( 樹上作業 ) 特別教育を開催

新たな安全衛生委員会を設置
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